
研究テーマの背景

2023年３月に報告された薬剤師の偏在状況に関する
調査1）では，薬剤師の従事先に業態の偏在や地域偏在が
あり，偏在を解消するための薬剤師確保の取り組みが必
要であり，特に病院薬剤師の確保は喫緊の課題であると
されている。病院薬剤師のなり手を増やす入口の戦略に
加え，病院薬剤師として長く働くことができる環境整備
や，薬剤師としてのキャリア形成支援も同時に取り組む
必要がある。

一方で，本邦の病院薬剤師の働き方やキャリア形成支
援に関する実態やニーズを広く調査したものはなく，少
数を対象にした研究結果や事例紹介が散見されるのみで
ある。薬系女子大学の学生を対象としたアンケート調査2）

の結果から，回答者の71.1％が結婚・出産を踏まえた
うえで「生涯働き続けたい」と就業継続の意識が非常に
高いことが明らかになった。単施設の薬剤部員への質問
紙調査3）では，将来的に認定・専門薬剤師を取得し専門
性を高めることを志向し，自身の成長において資格取得
が重要であるという認識があることが明らかとなった。
病院薬剤師のキャリアパスに対する満足度を向上させる
ために改善が必要な項目を探索した研究4）では，「教育
研修体制の満足度」「ワーク・ライフバランスの満足度」
および「研究活動の満足度」が優先的に改善すべき項目
として見出された。

各施設のキャリア支援に関する実践としては，日本病
院薬剤師会雑誌で「シリーズ：病院薬剤部における薬剤
師キャリアアップ支援に関する取り組み」と題して各施
設のキャリアアップ支援の取り組みについて特集してお
り，キャリア支援室の設置や，認定・資格制度の取得支援，
社会人大学院生の研究活動を支援している施設や5），「薬

剤業務に基づく研究」を実践し，臨床現場から出てきた
問題を研究テーマとして取り組んでいる施設の取り組み
などを紹介している6）。また，職員一人ひとりに期待さ
れる役割と仕事内容を提示し，自己評価システムを構築
して目標設定と面談を行っている施設7），自己能力開発
評価シートを用いて業務目標とキャリア目標を設定し，
評価・面談を行う施設の取り組みなどが紹介されている8）。

このように，薬剤師のキャリア形成支援に関するニー
ズや課題は部分的に明らかになってきているものの，広
範な実態把握とは至っていない。

活動目的

日本病院薬剤師会（以下，日病薬）学術第６小委員会
では，日病薬会員を対象に質問紙調査を実施し，その結
果を学会発表・論文として公表することにより，日病薬
会員の働き方・キャリア支援に関する現状を明らかにす
ることを目的に活動を開始した。また，日病薬会員の働
き方・キャリア支援に関する好事例を収集し，その結果
を学会等で周知することにより，薬剤師の働き方・キャ
リア支援に関する取り組みを推進する。

令和５年度の活動内容

令和５年度は，日病薬会員を対象とした質問紙調査実
施に向けた質問紙調査票の作成を行った（表）。質問項
目としては回答者背景や所属施設の情報，認定・専門資
格の有無，学位の有無，雇用形態や職場の福利厚生制度，
キャリア支援の有無，働き方に関する満足度，キャリア
に関する満足度などについて，様々な角度から「働き方」
と「キャリア形成」を問うものとした。本調査の特徴と
しては，若手からミドル層，マネジメント層まで，幅広
いキャリアを対象とし，それぞれの課題などを抽出する
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ことを試みている点である。
また，先行研究などの論文・文献を収集，委員内で共

有するとともに，病院薬剤部における産休・育休取得支
援や，時短勤務制度の運用など，好事例を共有した。

令和６年度の活動予定

令和６年度は作成した質問紙調査を日病薬会員に対し
て実施し，得られた結果を解析，学会発表や論文化する
ことで公表する予定である。これにより，病院薬剤師の
働き方・キャリア形成支援に関するエビデンスの充実を
図る。また，本資料は薬学生を対象にした早期からのキャ

リア教育の資料としても活用できると考えられる。さら
に，働き方・キャリア形成支援に関する好事例の収集と，
その周知・発信の機会を増やしていく。

謝辞

本学術小委員会の活動を支えてくださいました日病薬
事務局の皆様，学術委員会担当としてご指導くださいま
した齋藤秀之氏，松尾裕彰氏，ご助言いただきました島
田美樹氏，その他関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

表　質問紙調査項目

0　研究参加への同意
1　回答者背景
　　1.1　あなたの年齢を教えてください。
　　1.2　あなたの性別を教えてください。
　　1.3　あなたの家族構成を教えてください。
　　1.4　あなたの主となる勤務先を教えてください。兼業・兼務をしている場合は，勤務時間が最も長いものを選択してください。
　　1.5　（②～⑤の病院と回答した方へ）勤務先の病床規模・区分を教えてください。
　　1.6　あなたの勤務先の立地する都道府県を教えてください。
　　1.7　あなたの役職を教えてください。
　　1.8　あなたの薬剤師歴（免許取得後の年数）を教えてください。
　　1.9　あなたの現在の職場での勤務年数を教えてください。
　　1.10　認定・専門資格の有無を教えてください。
　　1.11　1-10で「あり」の場合，その内容を教えてください（複数回答可能）。
　　1.12　学位（博士号）の有無を教えてください。
　　1.13　あなたが有しているその他の資格があれば教えてください（医療関係以外など）。
　　1.14　あなたがこれまでに受けた教育研修プログラムを教えてください。

2　働き方に関する項目
　　＊特に記載がない場合，2023年度のこととしてお答えください。
　　2.1　あなたの雇用形態を教えてください。
　　2.2　あなたの勤務時間を教えてください。
　　2.3　あなたの勤務形態を教えてください（複数選択可）。
　　2.4　あなたの2023年（1月～ 12月）のおおよその年間収入額（手当等を含む総支給金額。副収入を除く）を教えてください。
　　2.5　あなたの平均的な残業時間（実働…額面に含まれない残業時間も含む）を教えてください。
　　2.6　あなたの１ヵ月当たりの休日の日数を教えてください（有給休暇，夜勤や当直の振替などすべて含む）。
　　2.7　2.5で答えた休日のうち，実際には仕事をしている日数を教えてください（所属施設の仕事，社会活動など）。
　　2.8　あなたの年休取得率を教えてください（例：年間20日のうち12日取得の場合，60％）。
　　2.9　あなたの転職回数を教えてください。
　　2.10　あなたの職場で利用可能な制度があれば，教えてください（複数選択可）。
　　2.11　あなたの現在の主たる職場における働き方に関する満足度を教えてください。

3　キャリア形成に関する項目
　　3.1　あなた自身の５年後の姿を想い描くことができますか？
　　3.2　あなたが目指すキャリアゴールについて，以下のなかで自分の考えと近いものを教えてください（複数選択可）。
　　3.3　あなたの現在のキャリアに対する満足度について教えてください。
　　3.4　 あなたの現在の職場におけるキャリア形成支援（大学院や資格取得，その他のキャリアアップに対する支援制度）について教

えてください（複数選択可）。
　　3.5　あなたのキャリア形成において，障壁になっているものがあれば教えてください（複数選択可）。
　　3.6　あなたが必要と感じるキャリア形成支援制度があれば教えてください（複数選択可）。
　　3.7　職場による働き方・キャリア形成支援に対し，あなたが不足していると感じる点や，職場への希望があればご記載ください。
　　3.8　 学会・職能団体による働き方・キャリア形成支援に対し，あなたが不足していると感じる点や，学会・職能団体への希望があ

ればご記載ください。
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●　　　　　　　　 お 知 ら せ　　　　　　　　 ●

 令和６年８月９日

　令和６年９月２日（月）より日本病院薬剤師会事務局の電話受付については，自動振り分けのシステムを導入致します。
　振り分けについては下記をご参照ください。なお，本会への電話は，サービス向上のため録音をさせていただきます。

代表番号
03-3406-0485

1. 病院薬学/
HOPESS 2. 各種専門領域 3. 会員管理/

賠償保険

①ID，パスワード
不明/操作 ②保険の申込み ③保険の補償内容 日病薬誌発送/

保険の会員資格

４. その他

①シクミネットサポートセンター：03-3490-0776　問い合わせフォーム：https://jshp.shikuminet.jp/contact/
②銀泉㈱　アステラス保険営業部：03-6772-2885　③損害保険ジャパン㈱：03-3349-5137

電話受付の自動振り分けシステム導入のお知らせ
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